
　11月10日（金）、志布志消防署において、消防協力
者表彰式が開催され、大崎町内で発生した車両火災の
初期消火にあたった南昇吾さんに、志布志消防署長が
感謝状を贈呈しました。火災は、10月11日、神領を走
行していた車両の荷台で発生しました。運転手が停車
し、後方を走行していた南さんが社用車に積載してい
た消火器で素早く消火にあたり、火は鎮火しました。
　日米ユナイテッド（株）鹿児島支店串良ガス出張所に
勤務する南さんは「これ以上大きくならないようにと
いう思いで消火にあたりました。会社で日頃から危険
時の対応を訓練しているので、その通りにできました」
と話されました。

初期消火で被害を最小限に
消防署から感謝状

　11月８日（水）、町中央公民館において、「第56
回大崎町小・中学校音楽発表会」が開催されました。
町内の全小・中学校から選ばれたクラスが参加し、
合唱や楽器を使っての演奏など、日頃の練習の成
果を披露しました。発表を終えると大きな拍手で
会場は感動に包まれました。
　講評をおこなった中沖小学校の簗

やなせ
瀨かおり教頭は

「素敵な音楽会でした。それぞれが持っている良い
ところを出し切れていたと思います。手話や振り付
け、ハーモニーをつけるなど、工夫を凝らしていて、
限られた練習時間の中でも、頑張って練習をしてき
たことがとてもわかりました」と話されました。

小中学校音楽発表会
日頃の成果を発表

　11月16日（木）、町中央公民館において「大崎町
戦没者並びに消防殉職者追悼式」を挙行しました。
　追悼式では、戦争で家族を亡くされた遺族の
方々や、消防殉職者の遺族の方々など約40名が出
席され故人を偲びました。
　戦没者の孫にあたる古田由香さんは、遺族会代
表追悼の言葉の中で「戦争の記憶を風化させない
ことが大切であり戦争を体験された方々や遺児の
皆さまから学び、歴史への認識をより一層深めな
がら、未来へ永く語り継ぎ、戦争の不毛さや平和
の大切さを強く訴えていくことが重要であると思
います」と話されました。

　11月11日(土)、野方小学校において３年生10
名を対象に、地域交流の一環としてグラウンドゴ
ルフ教室がおこなわれました。サロンt

つ ら み せ
suramise

の10名が同校を訪れ、児童と４グループに分か
れてコースを回りました。
　最初は慣れない様子でしたが、ボールの打ち
方や力加減などを教えてもらいながら楽しそう
に取り組む姿が見られました。
　児童でスコアが１番だった服部樹

たつき
さんは「楽し

かった。いろいろ教えてくれて、すごいと思いま
した」と話してくれました。

追悼式を挙行しました グラウンドゴルフで地域交流！
楽しくコースを回りました
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